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特
集

園

祝

「大
阪
工

篭
鬼
鶴
凩
伶
詞

俗
吟
　
盟
作
ё

第
四
十
四
号

業
大
学

十
周
年
」

漏
索
轄
鉱
騨

絵

ぎ
Ａ
げ
旅
ろ
兆
暗

色

毯
駒
のｂ
の
室
出
し

辺
房
ウ
聰

え
る
わ

桑

暫

改
称
五

|

学

祭
I

険

第
二
十
七
代
国
長
挨
拶

大
阪
工
業
大
学
應
援
国

国
長
　
安

田

洋

一
郎

淀

川

の
流

れ

を
包

む
崇

色

に
も

、
何

時

し
か
秋

の
色

を
感

じ
る
時

節

と
な

っ

た

が
、
学

生

の
諸

君
も

勉
学

に

、

ク

ラ

ブ
活

動

に
、

遊

び

に
と
何

か
と
忙

し
く

し

て

い
る
事

と
思

う
。

桝

て
、

今
年

も

我

ら
が

工
大

の
学
図

祭

の
日
が
近

づ

い
て
来

た

。
例

年

、
多

数

の
座

台

が
束

中
庭

に
立

ち

並
び

、
様

々
な
化

し
物

が
行

わ
れ

る
学

図

祭

だ

が

今
年

は
工
大

生

の
諸

君
も

知

っ
て

の
通

り

、

２
号
館

取

り
以

し

の
為

に

、
束
中

庭

が
使

用
出

来

な

い
。

そ

の
為

、
キ

ャ

ン
パ

ス
も

手
狭

で
催

し
物

も

行

い
づ

ら

い
状

況

に
あ

る
が

、

そ
れ

で
も
学

凹
祭

の
開
催

に
向

け

て
関
係

者

は
例

年

以
上

に
全
力

を

尽

く

し

て

い
る
。
だ

か
ら
、

工
大

生

の
諸

君

も
期

待

し

て

い
て
も

ら

い
た

い
。

学

凹
祭

と

い
う

と
私

は
、

工
大

生

も

こ
の
度

大

阪
工
業
大

学

が
無
＋

開

設

五

〇
周
年

を
迎

え

る

こ
と

に
な

り

ま

し

た

。本

学

は

一
九

四
九
年

（昭
和

二
四
年
）

戦

争

に
よ

っ
て
荒

廃

し
た
国
土

と
国
民

生

活

の
復

典

の
原
勁

力

と
な

る
産

業

の

発
展

を
担

う
科
学
技

術

者

の
Ｘ

成

を

め

ざ

す

新
制

大
学

と

し

て
開
学

い
た

し
ま

し
た
。

以
降

五
〇
年

に
わ

た

り
社
会

の

要

前

に
応

え

ら
れ

る
人
材

を
育

成
す

る

た

め
、
充

実

し
た

理

工
学

教
育

の
展

開

に
努

め

て
ま

い
り

ま

し
た

の
で
卒

業

生

の
社

長

の
数

は
単

科
大

学

で
は

一
位

に

挙

げ

ら
れ

る
よ

う

に
な

り
ま

し
た
。
開

学

当
時

は
工
学

部

三
学

科
編

成

で
あ
り

ま

し
た

が

、
現
在

で
は

工
学
部

に
七
学

刊

、
情

報

科

学
部

に

二
学
科

、
大

学
院

工
学
研

究

科

に
六
専

攻

を
擁

す

る
西

日

本

理

工
系
大

学

の
雄

と

し

て
、
揺

る
ぎ

な

い
地
位

を

碓

立

し

て

い
ま
す

。

外

部

の
者

も

一
緒

に
な

っ
て
楽

し
げ

に

廠

い
で

い
る
様
を

想
像

す

る
が

、

こ

こ

数

年

、
工
大

生

の
参

加

者

が
滅

っ
て
き

て

い
る
様

に
感

じ
る
。
学

生

諸

君

が
学

図

祭

に
参

加

し
な

い
の
は
何
故

だ

ろ
う

皆

で

一
つ
の
■

を
す

る
と

い
う
事

に
興

味

が
持

て
な

い
の
か
、

あ

る

い
は
半

に

学

国
祭

そ

の
も

の
に
魅

力

を
感

じ
な

い

の

か
。
何

れ

に
し

て
も

、

そ
れ

は
実
際

に
体

験

し
た
上

で
の
感

想

な

の
だ

ろ
う

か
。
も

し
、
今

、
学
図

祭

に
持

っ
て

い

る
印
象

が
先

入
初

か
ら
来

て

い
る
物

な

ら
ば

即
刻
排

除

し
て
貰

い
た

い
。

そ
も

そ
も
学

図
祭

と

は
、

そ

の
大

学

の
学

生

の
為

に
あ

る
物

の
告

だ

。

な

ら
ば

、

そ

の
学

図
祭

を

面
白

く
す

る

の
も

、

つ
ま

ら

な
く

し

て

し
ま

う

の
も
参

加

・
企
画

す

る
学
生

次

第

。

そ
う
考

え
れ
ば

、
実

情

も

知

ら
ず

に

「ど

う

せ
く

だ

ら
な

い

こ
の
五

〇
年

は
、
わ

が
国

に
と

っ
て

ど

ん
底

か

ら
頂
点

に
駆

け
上

が

っ
た
奇

跡

の
年

月

で
あ

っ
た

の

で
す

が

、
以
下

に
そ
れ
を
振

り
返

っ
て

み
ま

し

ょ
う
。

最
初

の

一
〇
年

間

（
一
九

四
九

～

一
九

五

人
年
）

は
憫
鮮

戦
争

に
瑞

を

発

し

て

産

業

界

が
活

力

を
吹

き
返

し
た
時

期

で
、

戦

争

で
瑣
滅

し
た
工
場

を

自

助
化

の
助

け
を
借

り

て
立

派

な
施

設

に
変

貌

さ

せ
、

世

界

一
の
工

工
業

を
実

現

さ

せ
た
時
期

で
、

私

も
磁

気
増
幅

器

の
研

究

か
ら
白

動
制

御

へ
の
応

用

に
没

頭

し
ま

し
た

。

こ

の
時

期

は

ト

ラ
ン
ジ

ス
タ
、

レ
ー
ザ
、

原

子
炉

発
電

、
電

子
計

算

機

や

Ｔ

Ｖ
な

ど

沢
山

の
科

学
技

術

の
成

果

が
世

に
出

、

人

々

の
生
活

を
大

き

く
変

え
た
時

代

で

し
た
。

や
が

て
、　

一
九

六

〇
年

代

に
入

る
と
日
本

の
産

業

が
さ

ら

に
Ｍ

進

し
、

同
時

に
工
業

教
育

も
拡

張

の
道

を

辿

り

ま

し
た

が
、

こ

の
頃

か
ら
戦
後

生

ま
れ

だ

ろ
う

。
」
と

い
う
安

易

な
批

評

だ

け
を

し

て
参

加

し
な

い
と

い
う
行

為

が
、
如

何

に
恐

か
な
小

で
あ

る

か
は
言

う
ま

で

も

な

い
。

又

、
主
催
者

側

と

し

て
も

実

際

に
参
加

し
た
者

の
生

の
声

を
凹

か
な

け
れ
ば

、
学

生

の
英

に
求

め

る
学
国

祭

を

開

く
事

は
非

常

に
堆

し

い
の
で
あ

る
ハ

私

低
学

国

祭

と

い
う

の
は
、

大

学

の

活

性

の
具
合

い
を

見

る

の
に
競

も
分

か

り

易

い
バ

ロ
メ
ー

タ
ー

の

一
つ
だ

と

思

う

の
で
あ

る
。
学

生

の
多

く

が
自

分

の

大

学

に
対

し

て
良

い
に

し

ろ
悪

い
に
し

ろ
何

ら

か

の
意

識

を
持

っ
て

い
る
、

又
、

も

っ
と
言

え
ば

学

生
逹

が
母
校

に
誇

り

を
持

っ
て

い
る
大
学

は
、

や
は
り
学

凹

祭

も
盛
大

で
大

変

賑

っ
て

い
る
。

そ

う

考

え

る
と
我

ら

が
工
大

の
学

図
祭

の
参

加
者

の
減

少

は

、
工
大

生

の
母
校

に
対

す

る
意
識

の
低

下
を

如
実

に
反
映

し

て

学

長

の
者

い
世
代

が
政
治

に
注

目

し
安

保

問

争

な
ど

で
世

問

を
揺

る

が

し
た
変
辛

の

時

代

に
入

り
ま
す

。
特

に

、

一
九

六

人

年

か
ら
は
大

学

紛

争

が
全

国

的

に
拡

が

り

、
本

学

も

こ
れ

に
大

き

く
巻
き
込

ま

れ

ま

し
た

。
私

自
身

も
科

学

技
術

の
昭

進

に
従

い
電
気

工
学

か

ら
原

子
力

工
学

を

経

て
制

御

工

学
科

へ
と
移

り

、　
一
九

七

〇
年

代

に

は
情

報

工
学

科

の
創

設
を

担

当

し
ま

し
た

が

、
研

究
意

欲

も
ピ

ー

ク
で
光

（熟

）

磁
気

と

い
う
新

し

い
現

象

に
注

目

し
、
世

界
的

に
慌

た
だ

し
く

動

き
ま

わ

っ
た
良

き
時

代

で

し
た
。

五

〇
年

の
丁
度
其

中

に
当

た

る

一
九
七

四

年

に

は
学

図

構

想

委
員
会

で
標
南

大

学

の
設
Ｈ

が
決

ま

り

、
翌
年

工
学
部

五
学

科

で
発

足

し

て

一
〇
年

間

で
五
学
部

よ

り

な

る
総
合

大

学

に
な
り

ま

し
た
。　
一

九

人
〇
年

代

も

日
本

経
済

は
発

展
を
統

け
ま

し
た
が

、
者
者

の
大

学

志
向

が
高

い
る
様

に
思

え

て
残

念

で
な
ら

な

い
。

と

は
音

え

、
母
校

に
対
す

る
意

識

と

い

う
物

は
た

だ
漫

然

と

日

々
を

過
ご

し

て

い
て
も
決

し

て
生

ま
れ

て
来

る
事

は
無

い
。
例

え
ば

、
学
内
を

歩

い
て

い
る
時

に
廊

下

に
ゴ

ミ
や

吸

い
殻

が
故

ら

か

っ

て

い
た

り

、
駐

愉

場

の
自
転

車

が
盗
れ

返

り

そ

こ
ら
中

に
無
造

作

に
伴

め

ら
れ

い
る
様
を

見

て
、

「
何

と

か
な

ら
な

い

の

か
？
」

と

、

ふ
と

思
う

。

そ

ん
な

日

常

の
ち

ょ

っ
と

し
た
事

か
ら

、
自

然

と

涌

い
て
来

る
も

の
な

の
だ
。

工
大

生

一

人

一
人

が

こ
の
様

な
現
状

を
改

善

し
よ

う

と
考

え

る
■

が

、
学

生

全
体

の
母
校

へ
の
意
識

向

上

を
呼

び

、
延

い
て
は
大

学

を

工
大

生
皆

で
盛

り
立

て
て

い
こ
う

と

い
う
雰

囲
気

を

生

む

の

で
あ

る
。

今

年

は

工
大

が

「
大

阪

工
業
大

学
」

と

い
う
名

を

称

し

て
二
十

年

目

を
迎

え

る
。

又

、
来
年

度

入
学

生
よ

り
Ｉ

部

、

Ⅱ
都
制

に
代

わ
り

、
見
夜

開
訃

制

を
導

入
す

る
予
定

と
な

っ
て

い
る
。
今

、
工

大

は
節

目

の
時

期

に
差

し
掛

か
り

、
校

合

も
匙

て
替

え

て
装

い
を
新

た

に
生

ま

れ
変

わ

ろ
う

と

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

し

か

し
、
大
学

が
其

に
生
ま
れ

変

わ

る

為

に
は
、

工
大

生

自
身

の
意

識

改
革

を

無

く

し

て
は
語
れ

な

い
。
今

か
ら

で
も

遅

く

は
な

い
。
少

し
ず

つ
で
も

い

い
。

自

分
逹

が

日

々
を

過
ご

す

学
含

を

、
今

一
度

見

つ
め
直

し

て

み

て
は
ど

う
だ

ろ

う

。
学

図
祭

と

い
う
も

の
が

、

そ
ん

な

工
大

生

の
意
識

改
革

に

一
役
を

買

う

こ

と

で
工
大

が
生

ま
れ
変

わ

り
学

図
祭

が

盛

大

と

な

る

、
又

、
学

四
祭

が
賑

う

こ

と

で
工
大

が

さ

ら

に
発

展

し

て

い
く

。

そ

ん
な
両
者

が
共

に
良

く
な

っ
て

い
く

姿

を
私

は
切

望

し

て
や
ま

な

い
。

「應
援

員
に
期
待
す
る
」

大
阪
工
業
大
学
学
長

（第
九
代
）

ま
り

一
九

人
五
年

に
は
大

学

に
臨
時

定

貝

が
設

け

ら
れ
大

学

が

マ
ン

モ

ス
化

し

ま

し

た
。

し
か

し
、

最
近

の

一
〇
年

は

経
済

バ
ブ

ル
崩
壊

に
始

ま

る
世

界
的

漫

乱

の
様
相

を

呈

し

て

い
ま
す

。

二
十

一
世
紀

を

日
前

に
、
社
会

が

こ

れ

ま

で
に
な
く
激

励

し

て

い
る
今

、
常

に
挑

戦

を
統

け

る
本
学

は

そ

の
歴
史

に

新

し

い
ペ
ー
ジ
を

開

こ
う

と

し

て
お
り

ま
す

。

二
〇

〇

〇
年

四
月

、
工
学

部

は

多

様
化

す

る
学

び

の

ニ
ー
ズ

に
応

え

、

第

Ⅱ
部

を
廃

止

し
、

よ

り

自
由

度

の
高

い
授

業

を

学
生

に
学

習

さ

せ

る
０
夜

開

甜

制

を
導

入

（予
定

）

し

、
大
宮

キ

ャ

ン
パ

ス
の
再

開

発

と
合

わ

せ

て
、

工
学

部

が
生

ま
れ
変

わ

り
ま
す

。
ま

た
情

報

科
学

部

を
基

礎

と
す

る
大

学

院
情

報

科

学
研

究
科

の
設

世
認

可
も

申

甜

し
て
お

り
ま

す

。

最

近

の
若

者

は
元
気

が

な

い
と

百
わ

れ

て

い
ま
す

。

こ
れ

は
、
戦
後

の
洸

乱

期

を
経

て

一
度

立

ち
上

が
り

か
け
た
者

者

の
自

立

の
気

風

が
平

和

と
坐

か
さ

に

よ

っ
て

ス
ポ

イ

ル
さ
れ

た
も

の

で
あ

り

ま

し

ょ
う

。

し
か

し
、

経

済
的

優

位
を

誇

る
日
本

の
時

代

は
終

わ
り

つ

つ
あ
り

ま

す

。

こ
れ

か
ら
厳

し

い
国
際

的
競

争

の
中

に
は

い
る

こ
と
を

意

識

し
将

来

を

担

う
君
逹

が

し

っ
か
り

し

て
貰

わ

な

い

と

日
本

の
将

来

は
な

い
の
で
す

。

そ

の

た

め
に
は
甘

さ
を
拾

て
活
力

と
厳

し
さ

を
身

に

つ
け

た
視

界

の
広

い
青
年

に
な

ら

な
く

て
は

な
り

ま

せ

ん
。
今

ま

で
平

和

と
坐

か
な
経
済

の
中

で
甘

や

か
さ
れ

た
村
神

を

今

こ
そ
引

き
締

め
る
時

期

で

あ

り

、
そ

の
意
味

で
慰

援

凹

の
担

う
黄

務

は
止

い
と

言
わ

ね
ば

な

り
ま

せ

ん
。

喫茶・お食事処
安く・美味しく。愛想よく

すきやき丼
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エ

日
頃

、
慰
援

凹
諸

君

に

は

、
校

友

会

の
行
事

に
参

加
を
穴

き

お
礼

申

し
上
げ

ま
す

。
先
輩

後
輩

の
絆

が

よ
り

一
脳

深

ま

る
こ
と

に
期
待

し
ま
す

。

私

は
月

に
三

～
四
回

、
校

友
会

■

務

局

に
行

き
ま
す

。
学

図

は

こ

こ
三
十
年

間

に
百
一り
施

設

や
設
備

の
坐

術

、
充
実

発
展

に
尽

く
さ
れ

、
誠

に
υ
ば

し

い
限

り

で
す

。

こ
の
理
境

の
中

で
勉

学

に
励

む

こ
と

の
出

来

る
学
生

諸

君
を
羨

ま

し

く
思

い
ま
す

。

私

が
大

学

で
過
ご

し
た
昭
和

三
十

九

～
三
十

二
年

頃

は

、
我

が
固
自

体

が
発

展
途
上

国

並

み

で
、

唆
後

の
復

興

が

一

段
落

し
た
時

期

で
世

界

的

に
も
南

北
朝

鮮
戦
争

が
終

結

し
、
束

西

の
冷
戦

が
工

た
く

の
し
掛

か

っ
て
、

民
族
独

立

の
紛

争

が
絶

え

な

い
時
代

で

し
た
。

社
会

資

本

・
経
済

の
充

実

を
最
優

先

科
学
技
術

立

国

・
先
進

化

に
向

け

て
各

「大
阪
工
業
大
学
」

一
九
四
九
年

（昭
和

三
四
年
）

摂
市

工
業

大

学
を

「大

阪

工
業
大

学
」

と
改
称

　

認

可

大

阪

工
業

大

学

開
学

式

典

　
挙

行

一
九
五

〇
年

（昭
和

二
五
年

）

工
大
　

第

二
部

・
第

Ⅱ
部
機

械

工
学
科

増
設

一
九
五

一
年

（昭
和

三
大
年

）

財

団
法

人
大

阪

工
業
大

学

を

「
学
校

法

人
大

阪

工
業

大
学
」

に
改

組

認
可

一
九
五
七
年

（昭

和
三

二
年
）

学
生
会
館

（現
　
第

一
部
室

セ

ン

タ

ー
）

竣

工

一
九
五

人
年

（昭
和
三

二
年

）

工
大
　
第

二

部
応

用
化

学

科

　
増

設

一
九
五
九
年

（昭
和

三

四
年
）

工
大
　

第

二
部

電

子

工
学
科

　

開
設

工
大

三
号
館

　

竣

工

一
九

六
〇
年

（昭
和

三
五
年

）

工
大
　

第

Ⅱ
部

応

用
化

学

科
　
増

設

工
大

旧

六
号
館

　

陸

工

一
九
六

二
年

（昭
和

三

七
年
）

工
大

　
第

二
部

　
第

Ⅱ
部

工
業
経

営
学

科

、
第
■

部

電

子

工
学

科

　
増

設

改
称
五
〇
年
の
歩
み

工
大
　

中

央

凶
芥
館

　

竣

工

一
九

人
三
年

（昭
和

五

人
年
）

セ
ミ

ナ

ー

ハ
ウ

ス

「
白

浜

海

の
家
」

オ

ー
プ

ン

一
九

人

四
年

（昭
和

五

九
年

）

学

図
創

立

大

○
周
年

記
念
館

　

鯵

工

一
九

人
五
年

（昭
和

六

〇
年
）

工
大

　

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
Ｉ
Ｃ

Ａ

Ｄ

シ

ス

テ

ム
　

導

入

一
九

人
大
年

（昭
和

六

一
年
）

工
大

　

人
幡

実
験

場

構
造

実

験

セ

ン
タ

ー
開

所
式

を

挙
行

一
九

人
七
年

（昭
和

六

二
年
）

学
校

法

人

「
大

阪

工
業
大

学
」

を

学
校

法

人

「大

阪

工
大

伊
南

大

学
」

と
改

称

認

可

　

工
大

総
合

セ

ン

タ
ー
　

襲

工

工
大

　

第

二
部

に
新

入
試

制
度

（
Ｍ

＆

Ｅ
入
麒
）

導

入

一
九

九

六
年

（平

成

人
年

）

工
大

　
大

阪
府
枚

方

市

に
工
大
枚

方
校

（
日
　
竣

工
　

並
び

に
情

報

科
学

部

設
世

一
九
九

人
年

（平

成

一
〇
年
）

広

島

県

無
輌

町

に
工
大

の
姉

妹
校

広

島

国
除

大

学

　

開
学

一
九

九

九
年

（平
成

一
一
年

）

工
大

　
改

称

五
〇
周
年

記
念

骨言:握 :言 ξとき:?:身 写:ぞ 吉 :盟
）

、
理
髪

店

、

給
品
部

（図

た
。
今

の
体

激
し
き
高
速
回
転
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル

サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
９
位
入
賞

国
内

最
大

級

を
誇

る
文
部

大

臣
杯

・

全

国

日
本
大
学

対

抗

選

手
椎

自
ほ

中
疵

技

大
会

が
静

岡
県

で
開
催

さ

れ

た
。

大
会

当

日

は
、
天

気
も
良

く
快

叶

で

ス
タ

ン
ド

は
競
愉

学
校

生

や
自
ほ

車

閃

係
者

で
満

貝

と

な
り

、
出

場

選

手
辻

は

熟

い
眼

差

し
を
受

け
注

目
さ

れ

て

い
た

。

そ

こ
で
、
我

が

工
大

サ
イ

ク
リ

ン
グ

都

の
米

澤
観

奈

選

手

（Ｉ

Ａ

４
）

が

、

「
４
飾

速

度

競
争

」

に
於

い
て
九
月

四

日
に
行

わ
れ

た
予
選

に
出

場

し
、

苦

快
を

強

い
ら
れ

な

が

ら
も

予
選

を

通
過

し
た
。

そ

し

て
、
ど

日

に
行
わ

れ

た
決

勝

で
見
＋

九
位

入
貨

を
呆

た

し
た
。

こ
の

「
４
Ｋｍ
速

度

競
争

」

と

は
、

ホ

ー

ム

ス
ト

レ

ッ
チ

　

バ

ッ
ク

ス
ト

レ

ッ

チ
を
先

頭

で
週
過

し
た
選

手

に
与

え

ら

れ

る
ポ

イ

ン
ト
を
規

程
数

以
上

取

っ
た

選
手

か
ら
侵

先

し

て
順

位

が

つ
き

、
な

お

か

つ
ゴ

ー

ル
の
最
終

順
位

を
含

め

て

順
位

が
決

ま

る
。

そ

の
為

、
最
終

順
位

が

一
位

で
も
取
得

ポ

イ

ン
ト

が
少

な
け

れ
ば

優

勝

で
き

な

い
と

い
う
体

力

だ

け

で
な
く
頭
脳
も
要
求
さ
れ
る
競
技
で
あ
る
。

今

回

の
入
貨

の
影

に

は
、

サ

イ

ク
リ

ン
グ
部

の
地
道

な
努
力

の
結

異

が

あ

る
。

こ
れ

か
ら
も
米

浮

選

手

に
統

き
優

秀

な

選

手
を

送

り
出

す

だ

ろ
う
。

結

果

線

を

（於

・
大

阪
計

道
館

）

鉄
道

研

究
部

五
月

二
十

二

日

関
西

学

生

鉄
道

逆

聖

ク
イ
ズ
大

会

準
優

勝

（於

・
立
命

館

大

学
）

ク

ラ
シ

ッ
ク
ギ

タ
ー
部

六
月

二
十

四

日
　

独

五
奏

会

（於

・
六
十

周
年

記

念
館
）

九
月

二
十

一
日

秋

の
交

通
安

全

耐

曰
会

に

て
演

奏

（於
　

旭

区

民

ホ

ー

ル
）

茶

道
部

十
月

四

日
　

月

兄
茶

会

（於

・
総

合

部
室

セ

ン

タ
ー
）

ウ
イ

ン
ド

ア
ン
サ

ン
ブ

ル

九
月
十

二
日

御
堂

筋

パ

レ
ー
ド
参

加（於

・
御

堂
筋
）

禍
械

工
学

研

究
部

人
月

二
十

人

日

川
崎

ロ
ボ

ッ
ト
競
技
大
会
　
　
一
一戦
二
敗

（於

　

川
崎
市

産

業
振

興
会
館
）

Ｅ
Ｓ

Ｓ

六
月

二
十

七

日

Ｌ

Ｅ
Ｏ

ス
ピ

ー

チ

コ
ン

テ

ス
ト

五
位

（於

・
大

阪
学

院
大

学
）

フ
ォ
ー

ク

ソ
ン
グ
部

九

月

二
十

六

日

城

北

グ

リ

ー

ン

コ
ン
サ
ー

ト

（於
　

淀

川

河
川

炊

公
凹

）

各

も部

活

動

ア
イ

ス
ホ

ッ
ケ
ー
部

五

月

二
十

日
～

六
月

二
十

三

日

な

ん
ば

カ

ッ
プ

ニ
位

（於

・
大

阪
球

場

ス
ケ
ー

ト
リ

ン
ク
）

�
随

部
七
月

四

日
　

神
崎

川
杯

レ
ガ

ッ
タ

三
位

⌒
フ
ォ
ア
の
部
）

（於

・
神
崎
川
）

洋

弓
部

人
月

十

五

日

～

二
十

一
日

関
西
学

生

ア
ー

チ

ェ
リ

ー
個

人
戦

イ

ン

カ

レ
出

場

（於

・
服

部
緑

地

）

陸

上
競
技

部

大
月

二
十

六

日

第

四

六
回
外
大

快

　

優
勝

（於
　

服
部

緑

地

公
図

）

人
月

九

日

～
十

日

三
工
大

戦
　

攣
優

勝

（於
　

束

京

、
町

田
市
陸

上

競
技

場
）

日
本

余
法

部

九
月
十

五

日

昇
段

級
常

査

　

九
噛

六
勝

三
敗

初

段

二
名

　

公
級

二
名
取

得

（於

　

吹

田
市

立

千

里
市

民
体
育
館

）

一楽
迪

部
五
月

二
十

日

関

西
学

生

楽
道

団

体
優

勝
大

会

ベ

ス
ト
十

六（於

・
近

畿

大
学

記

念
館

）

九
月
十

五

日

大

阪
市

束

地
区

団
体
試

合

　

一二
位

自
ら
の
限
界
に
挑
戦

夏
合
宿

（天
橋
立
）

我

々
は

、
去

る
九
月

一
日

か

ら
七

日
ま

で
京

都
府

宮
沖

市

で
互

畑

合
宿

を
行

っ
た

自

分

に
と

っ
て
慰
援

凹

の
合

宿

と

い
う

の

は
初

め

て

の
経

験

で
、

何

を
す

る

の

か
と

い
う

不
安

を

持

ち

つ

つ
合

宿

に
挑

ん
だ
。

昇

い
日
差

し

の
中

で
行

わ
れ

た
前

稽
古

は
、
焼

け
付

く

よ

う

な

ア

ス

フ

ァ
ル
ト

の

上

で
何

回
す

れ
ば
終

わ

る

の

か
全

く
見
当

が

つ
か
な

い
腕

立
伏

せ
。
肉

体

的

に
疲

れ

て
休

が
地

面

に
者

き

そ
う

に
な

っ
て
も

、

精

神

的

に

は
負

け
ま

い
と

必
死

で
や
り
と

げ

た
。

ラ

ン

ニ
ン
グ

は
途
中

で
汗

が
出

な

く

な

る
ほ
ど

だ

っ
た

が

、
倒

れ

て
た
ま

る

も

の
か
と
走

り
切

っ
た

。

さ
す

が

に
帰
宅

す

る
と
き

は
筋
肉

痢

で
歩

く
事

さ

え
嫌

に

な

る

ほ
ど

で
階

段

の
上

り
下

り

の
足

取
り

も
五

く
疲

れ

て
電

⊥ぃ

で
寝

辿
ご

す

事

さ

え

あ

っ
た
。

そ
ん

な
三

日
間

を
来

り

越

え
た

本

は

、
自

分

に
と

っ
て
大

き

な
自

信

と

な

っ
た
。

い
よ

い
よ

宮
津
市

で

の
合
宿

が
始

ま

っ

た

。
楽

し
み

の

一
つ
の
食

丁

に
し

て
も
給

仕

を

し

て

か

つ
先
靴

よ

り

も
早

く
食

べ
ね

ば

な

ら
な

い
。
補
古

で
疲

れ

果

て
食

欲

の

無

い
時

に
早

く
食

べ
る
と
胸

が
悪

く

な

る

が

、
沢

山
食

べ
て
そ

の
後

の
構

古

の
粗

と

し
た
。

そ
れ

と
合
宿

は

一
週
間

に
お
よ

ぶ

の
で
時

間

が

あ
れ
ば

先
業

の
衣

類

の
洗

濯

を

し

て
、

ひ
と
息

つ
く

問

も

な

い
程

で
休

め

る

の
は
消

燈

か
ら
起

床

ま

で

の
七
時

間

半

で
あ

る
。

と

こ
ろ

が
英

夜
中

に
集

合

が

掛

か
り
、
緊

急
時

に
対

し

て
も

万
全

で
あ

る
為

に
気

を
抜

け

な

い
。

中

盤

か
ら
棋

手
部

、

リ

ー

ダ

ー
部

、
ブ

ラ

ス
バ

ン

ド
部

の
各

部

に
別
れ

て
稽

古

と
な

り

、
自

分

は
前
夜

リ

ー
ダ

ー
部

に
入
部

す

る

小

と

な

っ
た

。

リ

ー
ダ

ー

は
、
隊
列

の
前

に
出

て
歌

の
型

、
拍

子

の
型
を
振

る

言

わ
ば

指
椰

者

で
、
グ

ラ

ス
バ

ン
ド
部

は
そ
れ

に
合

わ

せ

て
太
扱

を
打

ち
嗚

ら

す

。

リ

ー
ダ

ー

の
役

目

は

一

回

生

　

松

本

　

直

之

な

外

に
堆

し
く
何
度

も

岡
巡

え

て
は
始

め

か
ら
線

り

返

し
、

自

分

の
も

の
と

し

て

い

っ
た
。
先

輩
方

に
御
指

導

し

て

い
た
だ

い

て
、

頭

で
理
解

す

る
が
体

が
そ
う

は
上
手

く
動

い
て
は

く
れ

な

く

、
自

分

と
向

き
合

う
柑
古

が
統

く

。

そ
れ

を
栞

り
切

っ
て
初

め

て
太
鼓

と
合

わ

せ
さ

ら

に
雌
度

が
上

が

る
上

、
隊

列

の
統

一
感

と
大
普

景

で
自

分

を

見
失

い
そ
う

に
な
り

、
工

に
自

分

と

の

岡

い
冷
あ

る
。

最
終

日

に
、
総

合

と

い
う
形

で
合

宿

の

成

果
を
発

打
す

る

の
だ

が
、
今

ま

で

に
も

増

し
た
緊
迫

感

が
あ

る
。
自

分

が

一
番

目

に
歌

の
振

り
だ

っ
た

の

で
特

に
気
を

引

き

締

め
、
沢

山

の
人

々
が

見

て

い
た

が
平
十

心

を
忘

れ
ず

、
堂

々
と
振

っ
た
。

し

か
し

自

分

の
思

っ
て

い
た
程

上
手

く

い
か
ず

惜

し

か

っ
た

。

合
宿

が
終

わ

り
振

り
返

っ
て
見

る

と
自

分

は

こ
の
合

宿

で
得

る
も

の
が
多

く

、
基

本

的

な
礼

傑

作
法

や
、

慰
援

圏
貝

と

し

て

の
心
待

を
学
び

、　

一
回

生

同
士

の
絆

も
深

ま

っ
た
。

し
か

し
、
自

分

に
と

っ
て

一
番

大

き

か

っ
た

の
は
最
後

ま

で
肺

め
る
事

な

く
合
宿

を
成

し
遂

げ

た

と

い
う
充

実

感

と

白
信

で
あ

る
。
自
分

は

リ
ー
ダ

ー
都

貝

に

な

り

、

こ
れ

か
ら
砧
古

も
厳

し
く

な

る
だ

大
阪
工
業
大
学
應
援
国

平
成
十

一
年

前
期
活
動
結
果
報
告

二
月

二
十
日

（上
）

卒
業
式
参
加

（於

・
総
合
体
育
館
）

二
月

二
十
三
日

（火
）
～
二
十
日

（火
）

朴
畑
合
宿

（於

・
香
川
県
呑
川
那
塩
江
町
）

四
月
六
日

（火
）

入
学
式
参
加

（休
育
館
前
に
て
剛
放
掲
勃
）

四
月

二
十
四
日

（土
）

観
式
野
球
部
　
春
季
近
能
学
生
野
球

Ｉ
部

リ
ー
グ
峻
応
援

対
奈
良
産
大

　

一
対
六
で
工
大
柑
敗

⌒於

・
野
洲

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
功
）

五
月

一
日

（上
）

概
式
野
球
部
　
春
季
近
終
学
生
り
球

１
部

リ
ー
グ
快
応
援

対
神
戸
大
　
九
対
卜

で
工
大
措
敗

（於

・
南
港
中
央

野
球
功
）

六
月
二
日

（木
）

・
九
日

（水
）

ア
イ

ス
ホ

ッ
ケ
ー
部

な
ん
ば

カ

ッ
プ
応
援

対
大
市
大

　
一
一対
〇
で
工
大
勝
利

対
関
学
　
　
四
対

一
で
工
大
勝
利

（於

・
大
阪
球
場

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
）

六
月
十

二
日

（上
）

新

入
剛
貝
歓
迎
会

（於

・
大
束
洋
）

六
月
十
四
日

（月
）

第
四
十
三
号
凹
報

「押
忍
」
発
行

茶
道
部

新
人
茶
●
参
加

（於

・
総
合
部
室

セ
ン
タ
ー
）

六
月
十
二
日

（火
）

・
十
九
日

（土
）

ア
イ

ス
ホ

ッ
ケ
ー
部

な
ん
ば

カ

ッ
プ
応
援

対
阪
大
　
　
一
一対

一
で
工
大
勝
利

対
桃
山
大
　
七
対

一
で
工
大
快
勝

（於

・
大
阪
球
功

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
）

六
月

二
十

日

本日
）

ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ

ル

サ

マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
饂
賞

（於

・
工
大
六
十
周
年
記
念
館
）

六
月

二
十
五
日

（金
）

演
劇
部
　
新
入
公
波

の
鉢
貨

（公

・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ホ
ー

ル
）

九
月

一
日

（水
）

～
七
日

（火
）

狂
朗
合
省

（於
　
京
都
府
宮
沖
市
）

ご入学・ご結婚・お誕生日のお祝いやお仏花等

景 花 国
TEVFAX O併 6953-0313・ (自宅)6952-6984

大阪市旭区大官4丁 目8-18 ポパイハイツ103号

コ

回

ノヽ
　

ス

チ

チ

メギ

メ〈

パーラー大丸
新装開店

大工大生のアイドル

大阪工大正門前通り TEL 6952-2854

いまが刈りってこと

カリスマヘアーサロン
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∩
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朝風呂 年中無休    駐車場あり
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TEL 6951-2463
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第51匝
私

が

一
九

九

九
年

度
淀

祭

実

行
委

員

長
を
務

め
さ

せ

て

い
た

だ

い
て

い
る
束

野

で
す

。

ま

さ

か

こ
の
よ

う

な
場
所

で

私

が
挨
拶

を

す

る
な

ん

て
思

っ
て
も

み

ま

せ
ん

で
し
た
。
依
頼

が
来

た
と
き

に

は
ビ

ッ
ク
リ

い
た

し
ま

し
た
。

こ
の
よ

う

な
場
所

を

用
意

し
て

い
た
だ

き
あ

り

が

と
う
ご
ざ

い
ま
す

。

私

は
委

員

長
を

こ
の
四
月

か
ら
務

め

て
お

り
ま
す

が
、
今

に
な

っ
て
や

っ
と

委

員
授

の
仕

事

が
見
え

て
き

た
よ

う
な

気

が

し
ま
す

。

や
は
り
私

も

常

人
だ

っ

た

と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

か
。

そ
れ

と

も
私

に
は
ま

だ
委

員
長

は
早

す
ぎ

た

の

で

し

ょ
う

か
。

こ
の
ま
ま

い
く

と
、

例

年

の
委

員
長

と

同

じ

こ
と

し

か
せ
ず

に

終

わ

っ
て
し
ま

い
そ
う

で
す

。

二
回
生

で
委

員
長
を

任

さ
れ

る
に

は
荷

が
工
す

ぎ

る
と
、

経

験

し

て
初

め

て
わ

か
り

ま

し
た
。

み
な

さ

ん

の
中

に
も

団
体

の
授

を
務

め

て
き

た
人

が

い
る
と
思

い
ま
す

が
、
授

と

し

て

や

っ
て
き

た

こ
と

に
満

足

し

て
長

を
引

退
す

る
人

が

い
れ
ば

そ

の
人
を

う
ら

や
ま

し
く

思

い
、

ま

た

尊

敬

い
た

し
ま
す

。
学

図
祭

本
番

ま

で

後

わ
ず

か

で
す

が

、
残

り

の
任
期

を

「私

ら

し
く
」

委

員
長

と

し

て
や

っ
て

み
よ

う
と

思

い
ま
す

。
私

の

フ

ァ
ン

の

方

が

お

ら
れ

ま

し
た

ら
応

援

の
ほ
ど

よ

ろ

し
く

お
願

い

い
た

し
ま
す

。
叶

う

な

れ
ば

も

う

一
年

、
委

員
長

と

し

て
…
。

今
年

の
企
画

と

い
た

し
ま

し

て
、

キ

ャ
ン
パ

ス
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ

ル
実
行

委

員

会

に
よ

る

、

か
り
び

と
競

争

と

ス
ト

ラ

ッ
ク

ア
ウ

ト
ビ

ン
ゴ

、
文

化
会

本
部

と

協

力

い
た

し
ま

し

て

Ｙ
Ｏ

Ｄ
Ｏ
　

Ｒ

Ｏ

Ｃ

Ｋ

　

Ｆ

Ｅ

Ｓ

Ｔ

Ｉ

Ｖ

Ａ

Ｌ

、

工

学

察

実

行
委

員
会

と
協

力

い
た

し
ま

し

て
大

槻
義

彦

辞
演

会

、

そ

の
他

い
ろ

い
ろ
と

企
画
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場

を

お
借

り

し

て
宣

伝

さ

せ

て

い
た
だ

き

ま
す

。

学
国

祭

へ
の
参

加
を

お
待

ち

し

て
お

り
ま
す

。

大
学
祭
実
行
委
員
長
挨
拶

工
学
祭
は
、
工
大

の
各
研
究
部
が
日

頃

の
研
究

の
成
果
や
大
会

に
出
展

し
た

作
品
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
出
来

る
数

少
な

い
機
会

で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、

オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ミ

二
四
駆
に
よ
る

レ
ー

ス
の
大
会

や
、

ロ
ボ

ッ
ト
や
パ
ソ

コ
ン

に
触
れ
て
楽

し
め
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
か

ら
夏
休
み
中

の
研
究
成
果

の
展
示
ま

で
、

内
容
は
多
岐

に
渡
り

「
工
学

の
祭
典
」

の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
物
と
な

っ
て
い
る
。

土

木

文

化

研

究

部

土
文

研

で
は
、
二
重

県

の
木
曽

川

と

員
弁

川
を

ま

た
ぐ
第

二
束

名
高
速

の
橋

梁

の
現
場
研

究

の
結

果
を
展

示

し

て

い

る
。

こ
の
稲

梁

は
道

幅

が
広

く
最
高

速

度

が
、
な

ん

と

１
４
０
キ

ロ
ま

で
出

せ

る

そ
う
だ

が

、

こ
う

い
う
実

生
活

に
関

係

す

る
事

か
ら
専

門
的

な

事

ま

で
、

橋

の
模

型

を

用

い
て
誰

に

で
も

分

か
り

や

す

く
展

示
さ

れ

て

い
る

の
で
、

気

唾

に

見

に
行

く

こ
と

が
出

来

る
。

建
築
文
化
研
究
部

建
文
研
は

「快
道
な
居
住
空
間
」
を

テ
ー

マ
に
互
休
み
の
合
宿

で
調
査

し
た

日
本
最
古
と
競
新

の
住
宅
地

の
デ

ー
タ

を
比
較

し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
長
所

・
短
所

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
理
想
的
な
居
住

空
間
を
考
え
る
。
棋
型

・
図
面
を
用

い

て
研
究

の
成
果
を
分
か
り
や
す
く
発
表

す
る
。

電
気
科
学
研
究
部

今

回

の
電

気
研

の
展

示

で
目

玉

と

な

る

の
は
食
堂

２
Ｆ

に
パ

ソ

コ
ン
体

験

コ

ー
ナ

ー
を

設

世

し
、

電

気

研

オ

リ
ジ

ナ

ル
の
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
よ

る

３
Ｄ

の
迷

路

や
パ
ズ

ル
ゲ

ー

ム
を

楽

し
め

る
と

い
う

内
容

で
あ

る
。
既
製

の

ソ

フ
ト

で
は
な

く

、
工
大

生

の
苦

心

の
作

な

の
で
、
理

作

の
苦

労
話

な
ど
を

聞

く

こ
と

が
出

来

れ
ば

、

パ

ソ

コ
ン

ヘ
の
興
味
を

よ

り

か

き

た

て
ら
れ

る

こ
と
だ

ろ
う
。

機
械
工
学
研
究
部

機

械

研

は

、
先

日

の

ロ
ボ

コ
ン
に
出

展

さ
れ

た

ロ
ボ

ッ
ト
に
始

ま

り
、
数

多

く

の

ロ
ボ

ッ
ト

や
機
械

を
展

示
す

る
。

そ

の
展

示

の
中

で

一
般

の
人

々

に
、
本

物

の
機

械

を
操

作

し
て
も

ら
う

こ
と
を

モ

ッ
ト

ー
と

し

て
お

り

、

ロ
ボ

ッ
ト
ず

も

う

な
ど

の
ゲ

ー

ム
で
、

機

械

の
世

界

を
実

際

に
体

験

す

る

こ
と

が
出

来

る
。

応

用

化

学

研

究

部

応
化

研

で
は
、
毎

年

行

っ
て

い
る
淀

川

の
水
質

調
査

の
デ

ー

タ
を
過
去

十
年

間

と
比
較

検

討

し
展

示

し

て

い
る
。
ま

た
、
本

の
都
大

阪

を
始

め
と

し
た
近
畿

各
県

の
名

水

の
水
質

調
査

の
結

果

な
ど

今

年

は
水

に
関
す

る
展

示
を

し

て

い
る
。

こ

の
機
会

に
あ
ま

り
知

ら
れ

て

い
な

い
近
畿

の
名

水

を
探

し
に
行

っ
て
み

て

は
ど

う
だ

ろ
う

。

電
子
工
学
研
究
部

虹

子
研

は

ソ

フ
ト

・
ハ
ー
ド

・
オ

ー

デ

ィ
オ

・
通
信

の
各

班

に
別

れ

て
展

示

を

行

う
。
今

年

注

目

し
た

い
の
は

、
電

子
研

主
催

の
自

作

ミ

二
四
駆

レ
ー

ス
で

あ

る
。
す

べ
て
自

作

の
ミ

二
四
駆

に

は

セ

ン
サ

ー
が
あ

り

、
地

面

の
中

か
ら
発

せ

ら
れ

る
赤
外

線

を
感

知

し

て

コ
ー

ス

を
走

る
。

こ

の

レ
ー

ス
大

会

に
は
他

の

研

究

部

も
大

勢

参

加
す

る

の
で
、
足
非

観

戦

し
て
頂

き

た

い
。

工
業
経
営
研
究
部

工
経
研
は
二
班
に
別
れ

て
展
示
す

る
。

Ｉ
Ｍ

（イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
）
班

は

「賃
金
欲
求
」

が
テ
ー

マ
で
、
賃
金

の
不
油
を
調
査
検
討

し
、

ど
う
す
れ
ば
給
料

に
反
映
さ
れ
る
か
、

仮
設
を
立

て
発
表
す
る
。
Ｓ
Ｅ

（シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
）
班
は

「
グ

ル
ー
プ
ウ

ェ
ア
」
と

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
を

テ

ー

マ
に
、
作
業

の
効
率
化

と
品
質
管
理

の
国
際
基
準
に

つ
い
て
研
究
発
表
す

る
。

『
ス
ポ

ー

ツ
の
秋

」

の
代

名

詞

・
体

育

祭

が
今

年

も

近

づ

い
て
来

た

。

学

国

祭

中

に
行

わ

れ

る
体

育

祭

は

、
学

生

ら

が
磨

き

上

げ

た

心

・
技

・
体

と
を

精

一

杯

発

押

し

、
応

援

や
競

技

を

通

じ

て
互

い
の
友

情

を

深

め
合

う

の

に
絶

好

の
場

と

言

え

る
。

今

年

の
競

技

極

目

は

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル
と
名

物

競

技

の
駅

伝

の

二
械

日

で
あ

る
。

ソ

フ
ト

ボ

ー

ル
は
例

年

、
文

化

会

や

体

育

会

、

研

究

室

な

ど

が
参

加

し

て
お

り

、
充

実

し
盛

り
上

が

る
試

合

と

な

っ

て

い
る
。

試

合

は

ト

ー

ナ

メ

ン
ト
形

式

・
五

回
戦

制

（延

長

七

回
）

、
準

決

勝

以

降

は
七

回

戦

（延

装

九

回
）

で
試

合

時

間

は

四
十

分

以

内

、

量

大

三

十

二

チ

ー

ム

で
あ

る
。
昨

年

よ

リ

ル
ー

ル
が

厳

し

く

な

っ
て

い
る

が

、
友

遂

を

増

や

し

今
年

も

工
大

最
強

を

決

め

る
あ

の
手

に
汗

に
ぎ

る
恒

例
行

事

、
素

人

日
本

拳

法
大

会

が
開

か
れ

ま
す

。

拳

法
大

会

と
問

い
て
危

な

そ
う
だ

な

と

思
わ
れ

る
方

も

い
る

か
も

し
れ

ま

せ

ん

が
、
米

人

と

も
あ

る
よ

う

に
そ

の
点

に
は
抜

か
り
あ

り
ま

せ
ん
。
実

際

に

は

グ

ロ
ー
ブ
と
防

具
を
者

用

し
ま
す

し
、

防

具

の
無

い
衡

所

へ
の
攻

撃

を
禁

止

し

て

い
ま
す

。
他

に
も
安

全

面

に

は
配
慮

し
て

い
ま
す

の

で
、
心

配
無

用
と
言

え

る

で
し

ょ
う
。

ど

う

で
す

か
、

あ

な
た

の
中

の
熟

き

血
測

が
た
ぎ

り
始

め
た

の
な
ら

、
ま

た

我

こ
そ
は
址
強

と
自

負

し

て

い
る
方

も

ど

う
ぞ

こ
の
大

会

で
問

志

を

ぶ

つ
け

あ

っ
て
み
ま

せ
ん

か
。
も

ち

ろ
ん
格

岡

好

き

の
方

や
興
味

の
わ

い
た
方

も

、
ぜ

ひ

参

加

し

て
み

て
下

さ

い
。

た

い
、

ス
ポ

ー

ツ
で
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
し
た

い
学

生

は
是
非

と
も
参

加

し

て
も

ら

い
た

い
。駅

伝

は
二

人

一
テ
ー

ム
と

し
、
全
十

二

キ

ロ
メ
ー

ト

ル
の
道

程

を

五

、

二
、

六

キ

ロ

メ
ー

ト

ル
の
順

で
走

る
。
勝

利

の
拠

は

ア
ン

カ
ー

の
走

り

と

、
二

人

の
テ
ー

ム

ワ

ー

ク
に

か
か

っ
て

い
る
と
言

え

る
だ

ろ
う

体
育

祭

は
、
参

加

し

て

こ
そ
意

味

が
あ

る
も

の

で
、
勝
敗

よ

り
も

自

分

の
最
善

を

尽

く
す

こ
と

が
大

切

で
あ

る
。
勝

敗

は

そ

の
結

果

に
す

ぎ

な

い
の
で
、
自

信

の
無

い

人
も

足
非

こ

の
機

会

に
、
喪
率

貨

品
を

狙

っ
て
気
怪

に
参

加

し

て
欲

し

い
。

参

加
希

望
者

は
、

十

月

二
十

五

日
ま

で

に
参

加
費

千

円
を
持

ち

、
第

二
部

室

セ

ン

タ

ー

三
階

体

育
会

本

部

に
申

し
出

よ

う

。

試
合

を
通

し

て
新

し

い
友
達

が

で
き

る

か
も

し
れ

ま

せ
ん
。
考

え

る
よ

り
も

ま
ず

行
動

。

工
大

最

強
を

賭

け

て
、

い
ざ

尋

常

に

勝

負

，

問

い
合

わ

せ
等

は
日
本

拳
法

部

ま

た

は
体
育

会

本

部

ま

で
。

日
時十

一
月

一
日
　

午

後

一
時

よ

り

場

所第

二
体
育

館
第

二
練

宙
場

人
宝
祭
実
行
委
員
長
挨
拶

委
員
長
　
玉
井
　
弘
史

人
宝
祭

と

は
文

化
会

の
中

で

い
わ

ゆ

る

芸

術

系

と
呼

ば

れ

る

ク

ラ
ブ

が
集

ま

っ
て

構

成

卒
れ

る
団
体

で
す

。
今

年

の
学
国

祭

で
は

、
イ

ベ

ン
ト
と

し

て

ク
イ
ズ

ラ
リ

ー

を

予
定

し

て
お
り

ま
す

。
前

回
行

っ
た

ス

タ

ン
プ

ラ
リ

ー
も

お

か
げ

さ
ま

で
好

評

で

ご

ざ

い
ま

し
た

。

そ

こ

で
今
年

は
さ

ら

に

展

示
物

な
ど
を

見

て

い
た
だ

け

る
よ

う

に

展

示
物

な
ど

を

見

れ
ば

わ

か

る
よ

う

な

ク

イ
ズ
を
作

成

し
、
そ
れ

に
答

え

て

い
た
だ

く

と

い
う

イ

ベ
ン
ト

で
す

。
も

ち

ろ
ん
、

表
華

景

品
を

取

り
揃

え

て
お
り

ま
す

の
で

ど
う

か
皆
様

一
度
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
＾

と

こ
ろ

で
、

人
宝

祭

と

い
う
文

字

か
ら

皆

様

の
中

に
は

お
気

づ

き

の
人
も

い
る

か

と
思

い
ま
す

が

、

こ
の
人
宝

祭

と

い
う
文

字

は
人
宝
菜

に
大

変

よ

く
似

て

い
ま
す

。

な

ぜ

、
私

た

ち

の
団
体

が

人
宝

祭

と
命

名

さ
れ

た

か

に
関

し

て
は
、

そ
れ
を

知

る
人

が

い
な

い
の

で
委

員
長

の
私

で
も
皇

く
知

り
ま

せ
ん
。

も

し
、

こ

の
出

来

に

つ
い
て
ご

存

知

の

方

は

ク
イ
ズ

ラ
リ

ー

の
解

答

用
紙

の
片

隅

に

で
も

お
苔

き

下

さ

い
。

も

し
か

し
た

ら
、

委

員
長

か
ら

な

に

か
粗

品

が
出

て
く

る

か

も

し
れ
ま

せ
ん

。

美
術
部

油
絵
と
現
代
ア
ー
ト
の
オ
ブ
ジ

ェ
守
を
腿
示
す

る
「
独
自
性
の
あ
る
作
品
を
児
な
が
ら
、

そ
の
制

作
七
と
語
り
合

っ
て
芸
術
の
秋
を
感
じ
よ
う
。

鉄
道
研
究
部

北
海
道
は
札
帆

・
小
樽
で
の
夏
合
密
で
洲
交
し

た
鉄
道
を
棋
型
で
は
現
し
、

「電
中
で
Ｇ
Ｏ
」
よ

り
も
本
格
的
な
電
■
体
賊
迦
ほ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
。

写
真
研
究
部

テ
ー
マ
別
に
机
形
し
た
与
史
を
展
示
。
尚
、

美

術
部
、
鉄
研
、
写
研
の
〓
部
合
同
で
学
祭
期
間
中

図
古
館
四
階
第
二
問
覧
室
に
て
胆
示
す
る
。

文
芸
部

タ
ロ
ッ
ト
占
い
に
加
え
専
用
の
カ
ー
ド
を
使
う

ユ
ニ
ー
ク
な
前
世
占
い
を
組
す
。
ま
た
部
誌
を
展

示
し
現
役
部
員
と
Ｏ
Ｂ
の
文
芸
作
品
楽
を
無
料
配

布
す
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｓ

「英
語
を
使

っ
て
楽
し
い
会
話
」
を
テ
ー
マ
に

六
号
館
四
階
で
“
し
を
行
う
。
部
員
の
待
つ
教
室

で
、
気
怪
に
ト
ー
ク
を
楽
し
も
う
。

茶
道
部

図
芥
館

ロ
ビ
ー
に
て
茶
会
を
開
き
、
同
鮎
の
四

階
で
は
■
逆
展
を
解
す
。
猪
物
姿
の
女
の
子
が
立

て
て
く
れ
る
お
茶
を
頂
い
て
、
茶
道
を
通
じ
て
大

和
の
心
様
と
日
本
の
風
情
を
基
能
し
よ
う
。

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
部

旭
区
の
小
中
学
生
を
芽
り
、

「青
少
年
育
成
」

を
目
的
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
を
夏
休
み
に
行

っ
た
。

こ
れ
を
中
心
に
、

年
間
の
活
動
を
拙
示
し
て
発
表

す
る
。

将
棋
部

午
前
十
時
～
午
後
五
時
ま
で
、　

‐
―古
め
将
棋
の
対

局
と
問
題
を
行
う
。
問
題
正
解
者
に
は
喪
単
商
品

が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
腕
に
自
信
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
挑
戦
し
よ
う
。

午 棋 の と の 2つ き  統 作 れ 委 そ

え
tミ

ぢ
く、 .lk tt g基 各 七 葉 そ 矮 学 む

い こ す あ 後 発 と に つ て は
｀

く 図 ん
と の

°
ら に 見 連 足 て

… 体 い
｀

祭 で
思 14/j協 ゆ 学 が つ を 家 祝 み わ 学 は い
い を 力 る 国 あ た 向 に 日 に ば 生

｀
た

事げ孝かなゑ慈修電孝な軍含賓會°
て く 力

｀
も

｀
み り す ま 生 に 会 た

は れ で 我 し 学 ま つ °
す の 平 だ い

謝 た 文 々 れ 生 せ ぱ 休 が 日 等 け
°

の か え だ ま の ん な み
｀ 唯

に の
な た ら け せ 姿 か し だ 学 で 与 も
を が れ で ん に ?よ か 生 す え の
不 た て な

°
新 い り ら に

°
ら で

淀
祭
実
行
委
員
長
挨
拶

委
員
長
　
東
野
　
俊
之

百

穏

憾

中
見

は

し

か

ず

離
て
盈
て
彗
約
つ
篭
　
　
獣
酪

力
っ
離
は
せ
薙
失
っ

□
髄
せ
誕
爽
　
М

０

　

賜
鯵
饉

委
員
長
　
齋

藤

　

武

10/31

([ヨ )

i

:!/3

(水)

峯犠み孔偏墾君宮)1

常 の二お
千林本店
〒535‐ 0012 大阪市旭区千林2丁目14-22(京阪千林駅前)

新遭商店街 806(6952)2046

年業創

①田中陶器餘)

大 阪・ 千林

a 6951‐ 4247
団 6951‐ 5443
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◆本券と引換えに飲食代より300円割引き

いたします。

◆る1人様1日 1枚限り有効と致します

◆他のサービス券との併用は出来ません。
(未成年者の飲酒は堅くお断り致します♪

′菫偉 鼎脇柵0

営業時間 PM5:00～ AM2:00

団 LHARD Jlユ J=

翌髭紹 謡 一Ⅲレナイト学割420円

ご来店のお客様全員に無料サービス致しております。

タイムサービス実施中 /

モーニングサービス アフター財 ―ビス

AM 9:00 AMll:00
コーヒー。rジ ュース

トース トandサ ラダ

PM 5:00 PM7:00
コーヒーOrジ ュース

andス ナ ック

(3)第 44号 大阪工業大学應援



大阪工業大学應援国 (4)第 44号l牛上10月 30日

<学園祭 日程表>1明 30日 l■ )オ ープニングパレード 16:00～
幸

関

の
季
節

に

人
槻
義
彦
教
授
来
幸

学
問
の
秋
、
あ
な
た
は
何
に
つ
い
て
考
え
ま
す

か
。
今
年
の
学
凹
余
に
は
、
早
稲
田
大
学
型
工
学

部
の
大
槻
飛
彦
教
授
の
絆
波
が
開
か
れ
る
が
、
Ｔ

Ｖ
で
ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
の
が
我

我
の
持

っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
し
か
し
、

実
は
束
束
大
学
大
学
院
物
理
コ
ー
ス
を
修
了
し
、

放
射
線
物
型
Ｖ
が
半
円
で
、
人
魂
を
プ
ラ
ズ
マ
で

作
る
実
験
に
成
功
し
て
い
る
。

幼
少
の
頃
、
風
呂
場
で
「人
の
玉
ら
し
き
も
の
」

を
見
て
以
来
、
身
近
な
現
象
に
興
味
を
持
ち
、
物

理
学
を
学
び
始
め
た
。
好
奇
心
旺
盛
で
、
型
に
は

ま
ら
な
い
楽

，Ｉ吹
な
も
の
の
兄
方
で
、
あ
ら
ゆ
る
超

常
現
Ｒ
を
巧
み
に
解
き
明
か
し
人
の
注
目
を
集
め

る
点
に
お
い
て
は
、

他
を
よ
せ
つ
け
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
か
、

最
近
で
は
τ
Ｖ
朴
組
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

に
ひ
っ
ば
り
だ
こ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
許
祥
も
多
く
内
容
は

一
般
の
人
々

に
も
分
か
り
易
く
、

「超
常
現
歿
を
科
学
す
る
」

や

「超
能
力
、

霊
能
力
解
明
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど

を
執
無
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
専
門
の
分
野
で
の

啓
改
的
な
木
も
斗
し
て
お
り
、

「放
射
線
の
話
」

や

「第
５
の
力
」
な
ど
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
物

型
学
に
於
け
る
工
力

・
電
気
力

・
原
子
問
力

・
原

子
核
内
の
力
の
四
つ
以
外
に
も

「第
５
の
力
」
が

あ
る
説
の
検
証
で
、

彼
の
関
心
の
在
り
方
な
ど
細

か
く
記
さ
れ
て
い
る
。

プ
ラ
ズ
マ
と
は
何
ぞ
や
、

術
斗
に
百
え
ば
放
電

現
楽
で
あ
り
、
例
え
て
挙
げ
る
な
ら
ば
蛍
光
灯
な

ど
の
照
明
器
具
や
溶
桜
、
沖
膜
形
成
等
の
加
工
枝

術
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
足
非
、
大
槻
教

授
の
甜
演
を
聴
い
て
ブ
ラ
ズ
マ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
よ
う
”

今

回

の
ゲ

ス
ト
は
去

年

と

は
音
楽

性

の

方
向

を
変

え

て
、
声

優

の
久

川
綾

で
あ

る
＾

彼

女

は
大

阪
府

出

身

で
現
在
大

手
プ

ロ

ダ

ク
シ

ョ
ン

の
背

ニ
プ

ロ
ダ

ク

シ

ョ
ン
に

所

属

し

て
お

り
、
主

な
出

演
作

品

は

「
セ

ー

ラ
ー

ム
ー

ン
」

の
清

楚

な
美

少

女

・
水

野
亜
美

役

や

「
カ

ー
ド
キ

ャ
プ

タ
ー
さ

く

ら
」

の
黄

色

い
ぬ

い
ぐ

る
み

？

の
様

な

ケ

ル
ベ

ロ
ス
な
ど

が
あ

り
多
種

多
様

な
声

を

こ
な

せ

る
大

御

所
声

優

で
あ

る
。

趣
味

は

ド

ラ
イ
ブ

や

ア

ニ

マ
ル
ウ

ォ

ッ

チ

ン
グ

で
特

に
文
ん

に

つ
い
て
は

か
な
り

詳

し

い
。

ま

た
特
技

は

イ

ラ

ス
ト
を
描

く

こ
と

や
よ

く
疲

る

こ
と

、
あ

と
も

の

マ
ネ

も
得
意

で
同

じ
声

優

の
井

上
普

久

子

さ

ん

の
も

の

マ
ネ

は
絶

品

ら

し

い
。

毎

年

喪
華

な

ゲ

ス
ト
を
呼

ん

で

い
る

コ

ン
サ

ー

ト
だ

が
今

回

も
満

員
御
礼

問
巡

い

な

し

で
あ

る
。
従

っ
て
早
急

な
予
約

を

お

勧

め
す

る
。

■
，
．ヽ
■
．
．
●
●
一
●
●
●・・●
一
す

中　　　　　　　　　　　　［日】　　　　　　　　　　　　中．

中　　　　　　　　　　　〔ウ」　　　　　　　　　　　中

中　・
・
・ア・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●中

元
如却

命
一順
く

４
る

腕
声
優

”阻

飩
α
ｍ
呻

＼ 9 10 ■
日

■
― 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ウ
／
衛

側

仮設ステージ 開祭式
かり人

競争

YODO
ROCK

FESTIVAL

そ の 他

１１／／
角

側

仮設ステージ

ストラック
アウト
ビンゴ

I部軽音

ダンスパーティー

そ の 他

お子様工作数室「やつてみよう !」

学 内 素 人 日本 拳 法 大 会
(第 2体育館 、第 3練 習場 )

ソフ トボール大会  (淀川河川敷グラウンド)

‐‐
ノた

杞

∝

仮設ステージ
LET:S THE

DANCE!
Ⅱ部軽音

ダンスパーティー

そ の 他 演武祭
60周 年記念館

‐１／
兆
中

田

仮設ステージ
クイズ

あなたは常識人

ゲぃじゅある

コンテス ト

キャンパスフェスティパル

「対決!ゲームでドン!」

羽祭式 ぱあてぃたいむ

そ の 他 講３４３

久 ,11  綾
TALK&LIVE
60周年記念館

駅 伝 大 会

燃
鬼
も
燿
韓
義
韓
畿
磯

想
理
を
喩

月

の
光

も

冴

え
わ

た

る
秋

、
秋

と
言

え

ば
学

国

祭

の
季

節

。
本

校

の
学

図
祭

で
目

玉

は
演
武

祭

だ

が

、
今
年

は
場

所

を
移

し

て
学
図
創
立

６０
周
年
記
念
館
で
行
わ
れ
る

今
回
で
第
三
十
四
回
と
な
る
由
緒
正
し

き
演
武
祭

は
應
援
国
、
及
び
Ｉ

・
Ⅱ
部

の

各
武
道
系

ク
ラ
ブ
が
、
日
頃

の
稽
古

の
成

果

の

一
端
を
型
等

の
演
武
と

い
う
形

で
披

解

し
多

く

の
方

々

に
御

覧

戴

く
事

で
、

武

道

の
心

と

い
う

も

の
を
少

し

で
も
御

理
解
戴

こ
う

と

い
う
場

で
あ

る
。

今

回

は
例

年

と
運

い
屋
内

ス
テ

ー
ジ

で

の
演

武

と

な

る
為

、
演

出

に
も
今

ま

で
と

は
違

っ
た

工
夫

を

加

え

て

い
る

の

で
、
ま

た

一
風
変

っ
た
演

武

祭

を
御
楽

し

み
戴

け

る

事

と
思

う
。

改
称

５。
周
年

を
迎
え

る
大

阪

工

業
大

学

の
更

な

る
発
展

に
緊

が

る

様

な
演
武

祭

と
な

る
事

は
必
至

で

あ

る
故

、
足
非

と
も

足
を

御

運
び

戴

き
た

い
。

自
尼
自
寇
６
５
ぞ

拾
②
鶯

Υ
へ

該
脱

オ
ープ
ニング
パ
レー
ド

商

店
街

を

歩

き
学

図

祭

の
宣

伝

・
商
店

街

の
人
道

や
住

民

と

の
交

流
を

図

る
。

第

２
回

Ｙ

Ｏ

Ｄ
Ｏ
　

Ｒ
Ｏ

Ｃ

Ｋ

Ｆ
Ｅ

Ｓ
Ｔ

Ｉ

Ｖ

Ａ
Ｌ

有
志

に
よ

る
素

人

バ

ン
ド
を

募

集

し
、

ミ

ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
行

っ
て
も

ら

う
。

お

子
様

工
作

数

室

や

っ
て

み
よ

う

！

大

学

周

辺

の
子
供
逹

を
呼

ん

で
簡
単

な

工
作

を

い

っ
し

ょ
に
作

っ
て

い
く

。

ス
ト
ラ

ッ
ク

ア
ウ

ト
ビ

ン
ゴ

ボ

ー

ル
を
各

人

に

２
～

３
個

与

え

て
、

見

て
る
人

及
び
投

げ

る
人

に

５
×

５
の
ビ

ン
ゴ

の
紙

を
渡
す

。

そ

し

て
、
ボ

ー

ル
が

抜

い
た
的

の
数
字

と
手
持

ち

の

カ
ー
ド

の

数
字

が

一
致
す

れ
ば

塗

り

つ
ぶ

し
、　
一
列

そ

ろ
え
ば

崇

品

が
も

ら
え

る
。

借

り

人
競

争

客

に
く

じ
を

引

い
て
も

ら

い
そ

の
紙

に

さ

い
て
あ

る
服

装

に
合

っ
て

い
る
人
を
巡

日
時

・
十

一
月

二
日

（火

）

午
後

一
時

～

場

所

・
大

阪

工
業

大

学

学

国

創
立

６０
周

年

記
念
館

共

催

・
應

援

圏

体

育
会

本

部

Ⅱ
部

ク

ラ
ブ

サ

ー

ク

ル
本

部

れ

て
く

る
。
服
装

の
合

っ
て

い
る
数

と

タ
イ

ム

で
点

数
を
貌

う

。

１
部

軽
音
ダ

ン

ス
パ

ー
テ

ィ
ー

ー
部
軽

音

楽
部

が
演
奏

を
披

露

。

Ｌ

Ｅ
Ｔ

Ｓ

　
Ｔ

Ｈ
Ｅ

　

Ｄ

Ａ
Ｎ

Ｃ

Ｅ

！

今

、
流

行

の
ダ

ン

ス
を
踊

り
楽

し
む
。

Ｉ
部
軽

音
ダ

ン

ス
パ

ー

テ

ィ
ー

Ⅱ
部

軽

音
楽

部

が
演

奏

を
披

露

。

ク

イ
ズ

あ

な

た

は
常

識

人

？

出

蓮

さ

れ

る
常
識

問
題

に
答

え

る
。

キ

ャ
ン
パ

ス
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ

ル

「
対
戦

‥
ゲ

ー
ム

で
ド

ン

ー
」

何

チ
ー

ム
か
作

っ
て
チ

ー

ム
性

の
バ

ト

ル
ゲ

ー

ム
を
行

う

。

ゲ

ー

ム
の
内
容

は
当

日

の
お
楽

し
み
。

四
日
間

通

し
企

画

一
人
時

～

一
人
時
半

多

☆
空

ク
ジ

学

国
祭

中
棋

擬
店

で
買

い
物

を

し

て

く

れ

た
客

に

ク
ジ
を

配

り

、

そ

の

ク
ジ

の
抽

選
会

を
淀

祭
本

部

前

に
て

一
人
時

よ

り
行

う

。 1済式 盆

了
後
の
お
泰
し
み

魅
憩
の
ぼ
ぁ
て
い
た
い
む

学
図
祭
終

了
後

の
お
楽

し
み
、

ば

ぁ
て

い
た

い
む
が
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
。

ス
テ
ー
ジ
上

で
は
、
二
部
軽
音
楽
部

に

よ
る
プ

ロ
顔
負
け

の
ラ
イ
プ
の
中

で
仲
間

フ
ラ
ン

ク
に
歌

い
、

リ
ズ

ミ

カ

ル
に

り

、
そ

し

て
大

い
に
騒

ぎ

み
ん

な

で
学

最
後

の
夜

を
楽

し
も

う

。

・
昼
と
ク
方

に
絶
賛
発
売
中
″

又
、
体

育
館

杖

に
あ

る
第

二
部
室

セ

ン

タ
ー
四
階

、
應

援

団

々
室

か
圏
貝

に
直
接

お

買

い
求

め
下

さ

い
。

十

一
月
二
日

（祝
）
　

一
人
時

～

六
号
館
七
号
館
下
ピ

ロ
テ
ィ
ー

ト
A

工
大
枚
方
キ
ャ
ン
′`

ス

情
報

科
学

部

が
設

置

さ
れ

て

い
る
枚

方

キ

ャ
ン
パ

ス
で
も

本
学

祭

と
同
時
期

に
北

山
祭

が
行

わ
れ

る
。

枚

方

キ

ャ
ン
パ

ス
は

、
設
立

四
年

目

を

初

め

て
全

学
年

が
揃

う

の
で
、
今

ま

で

で

一
番

の
盛

り
上

が
り

が
期
待

で
き

る

タ

ー
を

使

用

し
、

バ
ー

チ

ャ
ル
体
験

が

で

き

る

コ
ー
ナ

ー

や
Ｃ

Ｇ
上
映

、

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト
体

験

が

で
き

る

コ
ー
ナ

ー
が
設

け

ら
れ

る
。

そ

の
他

、
表

幸

景

品

が
当

た

る
ビ

ン
ゴ

大

会

・
ク
イ

ズ
大

会

・
軽

音
楽

部

の

ラ
イ

ブ

が

ラ
イ
ブ

ハ
ウ

ス
で
行

わ

れ

る
。

今
年

も

話

題
盛

沢

山

の
北

山
祭

。
開
催

日
時

は
十

一
月

二

日
、　

一
〇
時

か
ら

一
六

時

三
〇
分

。

枚

方

キ

ャ
ン
パ

ス

ヘ
は
京

阪
本
線

樟

葉

駅

か
ら
京

阪

バ

ス
大

阪

工
大

行

き

に
乗

り

約

二

〇
分

、
又

は

Ｊ
Ｒ
長
尾

駅

か
ら
採

南

大

学
薬

学

部

行

き

の
バ

ス
に
乗

り
約

一
〇

分

、
北

山
中

央

ま

で

で
あ

る
。

今
年

で
三
回

目

と
な

る
北

山
祭

だ

が

、

そ

の
中

で
最

も
注

目
さ
れ

る

の
が

フ
リ

ー

マ
ー
ケ

ッ
ト

で
学
内
学

生

、
地
域

住

民
が

出
店

し

一
六

〇
店
錦

の
出

店

が
予
定

さ

れ

て

い
る
。
商

品

に

は
、

衣

類

・
本

・
ア
ク

セ
サ

リ
ー
な
ど
様

々
な
物

が
あ

り

、
品
質

良

好

な
物

を
安

価

で
手

に
入
れ

る

こ
と

又

、
今
年
初

の
試

み
と

し

て
研

究
室

の
発
表

会

を

行

う
。

そ
れ

ぞ

れ

の
研
究

室

の
研
究
内

容

（例

え
ば

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム

の
連

隅

操

作

な
ど
）

を

、　

一
般

の

人

に
公

開
す

る
と

い
う
企

画

で
十

二

の
研

究
室

の
発

表

を

予
定

し

て

い
る
。

更

に
、

普
段

情

報
科

学

部

の
学

生
も

見

る

こ
と

が

で
き
な

い
グ

ラ

ッ
フ
ィ

ッ

ク

ワ
ー

ク

ス
テ
ー

シ

ョ
ン

Ｑ
浄
潔

（パ

ワ
ー

オ

ニ
キ

ス
）

や

一
〇

〇

イ

ン
チ
商
祀

彩
プ

ロ
ジ

ェ
ク

チ
ケ
ッ
ト
料
金

ド

リ

ン

ク
Ａ

″
　

Ｂ

チ
ケ

（ビ
ー
ル
）

（
タ
コ
ハ
イ
）

二
五
〇
円

ご会食、ご宴会に気軽に

味わえる本格中華料理
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